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Teachers’ Perception of “Academic help-seeking” in Writing Classes:
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章診断システム（Sentence Achievement & Improvement, SAI）の操作、大学の学修支援シス
































































































































































































 1）  高等学校や他大学からの円滑な移行を図り、学習及び人格的な成長に向け、大学での学問的・社会的な
諸経験を成功させるべく、主に新入生を対象に総合的につくられた教育プログラムである（中央教育審
議会2008）。
 2）  2008年に文部科学省高等教育局長から依頼を受けた日本学術会議が「大学教育の分野別質保証委員会」
を設置し、審議を進めている（日本学術会議2010）。
 3）  1年を4学期に分けて授業を実施するクォーター制を導入している。
 4）  7名の内、1・2学期に6名が担当し、3・4学期に内1名が交替した上で6名が授業を担当している。本
研究においてKJ法のラベルづくりを行ったのは、前期に担当した6名全員である。
 5）  株式会社ザ・ネットが提供するオンラインのサービスであり、文章における文末スタイル、一文の長さ、
品詞の使い方、話し言葉の使用等を診断し、点数化するシステムである。学生は自分が書いた文章（第
一稿・第二稿・最終稿）を本システムで診断し、修正した上で提出することになっている。
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